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はじめに：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
当院透析施設の患者様は、高齢である。開所時より、透析中の血圧低下に有効とされる「低温透析」を行ってきた。以前より患者様から、｢寒い｣という訴えが聞かれた。そこで今回、「寒さ」の訴えの強い患者様に「常温透析」を試みた結果を報告する。

方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「透析中の寒さについて」のアンケート結果より、同意を得られた患者様２名を対象とし、透析液温を３６．５度に設定した常温透析を行った。その後「寒さ」が改善されたか、聞き取り調査を実施した。

結果：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

低温透析に比べ、常温透析の方がリネンや衣類の枚数が減り、「寒さ」の訴えも少なくなった。個人差はあるが、血圧の低下は見られる。しかし内服の変更と薬剤の使用で継続することができる。

考察：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「寒さ」の訴えが増すと、透析拒否につながる恐れがある。高齢者の心理傾向により、身体的負担より精神的負担の少ない透析を望んでいると考える。これを軽減させることは「快適な透析」を提供・支援する上で大きな意味を持つと考える。

まとめ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
個人の生活習慣を考慮し、透析液温を設定することが大切であることを、再認識した。また高齢者の透析患者様は、身体的負担の少ない透析より、精神的負担の少ない透析を望んでいる場合などを、理解する必要がある。

